
1 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の「緊急事態」時をしのぐ勢いで感染が蔓延しています。国立大学等では後期も遠隔中心の授業対応が続けられる中、

首都圏を除く多くの私立大学で対面授業を再開。そうした中での道内私大は感染拡大が深刻化しています。 

また、連日の報道にもありますが、専門学校や中高以下の学校でも数多くのクラスターが発生。行政の対応や支援が殆ど

得られない中で現場の混乱には拍車がかかっています。 

各私大の状況については下表のとおり。基本的に各大学の公式サイト掲載情報を頼りに整理していますが、道私大教連加

盟大学の一部は聞き取り情報を含んでいます。また、記事が少ない大学があるため情報量には若干のバラつきがあります。 

大学名 現在の授業状況に関して 関連情報 感染者情報の掲載 

札幌大 11月 6日に課外活動の学生計 26名が学外でｸ

ﾗｽﾀｰ。その後全ての授業を遠隔に。 

～1/15 まで原則遠隔授業とした。 

11/23～課外活動再

開。 

計 6 例 31 名の学

生感染情報。 

ｸﾗｽﾀｰは終息。 

札幌学院大 原則、遠隔授業のみ。構内入構禁止。 

11/18～危機管理ﾚﾍﾞﾙを１から２へ引上げ。 

窓口業務全面休止。 11/20 迄の 2 週間

で学生 4 名。 

北星学園大 原則、非対面授業。 

11/16～危機管理ｽﾃｰｼﾞを 2Bから 2Aへ引上げ。 

教職員は必要に応じ

自宅勤務。 

11/17 に学生 2 名

の感染情報。 

酪農学園大 「遠隔授業推奨」とし、対面授業は許可制。 

中間および定期試験は対面実施。 

10/8～危機管理ｽテｰｼﾞ 2（中）を継続。 

「在宅勤務および時

差出勤の活用」 

11/20 まで 6 例 6

名の学生感染情

報。 

天使大 対面授業の段階的再開。 

危機状況ﾚﾍﾞﾙは１を継続。 

 11/24 まで 3 例 3

名の学生感染情

報。 

苫小牧駒大 不明（授業に関する情報の記載無） 9 月～学外者入構禁

止。 

特に掲載なし。 

札幌国際大 11 月 20 日以降、原則遠隔授業。 （ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報開示が

以前より制限） 

10/5 に学生 5 名

の感染情報。 
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 第３波が加速！  道内私大の現在の授業動向は… 
■授業形式、学生や教職員の感染発生状況について■ 

11 月に入り、北海道から新型コロナの第 3 波が押し寄せています。 

道私大教連の加盟組織の他、道内全ての 4 年制私立大学について 11 月 25 日時点の各大学サイト

掲載情報をもとに、最新の状況を整理しました。  



2 

 

札幌大谷大 段階的に再開されていた対面授業は継続し、

それ以外を遠隔授業。 

10/30～行動基準を 2 から 3 へ引上げ。 

 11/20 まで計 5 名

の学生・教職員の

感染情報。 

北海学園大 科目担当者の判断で対面授業を継続。  11/25 まで 26 例

30 名の学生・教

職員の感染情報。 

北海商科大 原則遠隔。再開されている対面授業は継続。  11/20 に学生 1 名

の感染情報。 

北海道科学大 対面授業と遠隔授業を併用。 

卒業研究やゼミ等は対面。 

課外活動自粛。 11/18 まで 4 例 7

名の学生・教職員

感染情報。 

北海道文教大 対面授業の一部を再開。 

11/10～警戒ｽﾃｰｼﾞを 2 から 3 へ引上げ。 

11/25～「通学と授業

に関するｱﾝｹｰﾄ」実施。 

課外活動停止。 

11/24 まで 5 例 5

名の学生感染情

報。 

北翔大 遠隔を基本に予防策を講じ対面授業再開。 

11/10～危機管理行動指針をﾚﾍﾞﾙ 1 から 2 へ

引上げ。 

課外活動許可制。 特に掲載なし。 

北海道情報大 11/9～12/28 を原則すべて遠隔授業。 

 

 11/24 まで計 4 名

の学生感染情報。 

藤女子大 11/11 を対面授業最終日として非対面授業へ

移行。年度内はいかなる場合も非対面授業。

11/12～危機管理ﾚﾍﾞﾙを 2から 3 へ引上げ。 

学生の入構も原則禁

止。 

特に掲載なし。 

北海道医療大 一部対面授業。  11/25 まで 9 例 10

名の学生・教職員

感染情報。 

日本医療大 対面授業と遠隔授業の並行。 遠隔授業に関する学

生及び教職員のアン

ケート調査結果を公

表。 

11/25 まで 4 例 4

名の学生感染情

報。 

札幌保健医療

大 

講義科目は遠隔授業に切り替え、演習など一

部対面授業。 

10/15～危機管理ｽﾃｰｼﾞを 2から 3（中）へ引上

げ。 

12 月～1 月の土曜を

授業日設定に。 

10/10 に学生 1 名

の感染と学内除染

を掲載。 

星槎道都大 11/16～12/3 は原則、ｵﾝﾗｲﾝ授業。11/25～の定

期試験は対面実施。 

11/12～危機管理ｽﾃｰｼﾞを 1から 2 へ引上げ。 

 11/10 に学生 1 名

の感染と学内除染

を掲載。 

千歳リハビリ

大 

当面、対面授業休止。今年度の臨床実習は全

て中止。 

課外活動も当面休止。 3 例 3 名の学生感

染と学内除染を掲

載。 

旭川大 原則、対面授業。  10/8学生 1名の感

染情報。 
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函館大 原則対面授業。 

11/16 の学生感染で～11/19 休校。以降再開。 

 11/16 学生 3 名の

感染情報。 

赤十字看護大 原則、対面授業。 

2021 年 1 月の授業開始は１週遅らせ 12 日～ 

（2 年生は 1/20～） 

課外活動は休止。 

教職員は 2021 年 1/4

～移動制限。 

特に掲載なし。 

稚内北星大 6 月から対面授業。 5/19 に京都の松尾理

事長が全学生に 25 枚

ずつﾏｽｸを贈呈。 

特に掲載なし。 

 

◆日本私大教連が緊急要求◆ 

「私立国立間の格差のない学生支援と、安全で充実したハイ

ブリッド授業の実施を保証するための抜本的な予算措置を」 

 

11 月 19 日、日本私大教連は新型コロナ対応に関して次の緊急要求書を発表し、政府・文科省へ送付

しました。 

私立国立間の格差のない学生支援と、安全で充実したハイブリッド授業の実施を保証するための抜

本的な予算措置を要求する 

2020年 11 月 9日 

日本私大教連中央執行委員会 

 

 政府与党が新型コロナウイルス感染症対策を盛り込んだ今年度の第３次補正予算案を編成する方針を固

め、菅総理は 10 日にも政府内に編成を指示する見通しと報じられている。 

 日本私大教連中央執行委員会は、9 月 4 日付で「2021 年度私立大学関係予算案に関する要望」を公表し、

文科省・厚労省へ陳情を実施した。しかし文科省の概算要求額は、従来方針を踏襲した非常に乏しいものであ

った。新型コロナ対策関連予算として、空調・換気設備、トイレのドライ化などに係る「施設環境改善整備費」

184 億円と、ICT 設備の改善に係る「施設整備費」70 億円程度を計上したのみである。感染対策のための施

設環境改善整備費は 1 校当たり単純平均額で 530 万円程度に過ぎない（補助対象となる私立大学・短大・高

専・専門学校の総数は約 3500 校）。また、授業料減免事業に対する補助は「事項要求」にとどめ、中間所得

層も含んだ学生への支援予算を確保する方針を明示しなかった。 

 文科省は萩生田大臣を筆頭に、各大学に面接授業を拡大するよう圧力をかけているが、その前提となる「感

染防止対策」に要する経費については、私立大学に対しては第 1 次・第 2 次補正予算ともに 1 円も予算措置

せず、各私立大学に自己責任を押し付けてきた。 

一方、ほとんどの私立大学は学生の要求に寄り添いながら、秋学期以降、面接授業やハイブリッド授業（面

接と遠隔を併用する授業）を拡大する努力を重ねている。さらに、本格的な入試シーズンが迫るなか、感染対

策はさらに複雑さを増しつつあり、経費負担が重くのしかかっている。そうした中、京都府が 9 月補正予算

で、面接授業の再開に向けて「府内大学が実施する学内施設の感染防止対策や 3 密を避けた授業実施を支援」

するために、1 大学上限 1000 万円・補助率 1/2 の補助金を創設したことは、非常に画期的かつ行政としての

責任を全うするものであり、政府が学ぶべき好事例である。 
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私たちは政府・文科省に対し、第 3 次補正予算の編成にあたり、あらためて下記の予算措置を行うことを要

求する。 

【第 3次補正予算への要求事項】 

１．面接授業を拡大するために、学内施設の感染防止対策に要する経費の補助を求める。 

  第 3 次補正予算においては、少なくとも以下の経費について十分な予算措置を行い、可及的速やかに交

付することを求める。 

⚫ 冬の到来に向けて窓を閉めていても十分な換気ができる空調設備の導入経費。教室・実習室・実験室・

研究室のみならず課外活動施設も対象とする必要がある。 

⚫ 不特定多数の者が触れる場所（ドアノブ、エレベーターのボタンなど）のこまめな消毒を実施するに要

する経費（人件費・委託費）。 

⚫ 飲食が発生する食堂・喫茶室や、学生が集まる部活動などの感染防止対策に要する経費。 

⚫ 学生寮の相部屋解消に要する経費（増築経費、学生への家賃補助など）。 

２．遠隔授業、面接授業、ハイブリッド授業に対応するための通信機器・設備の増強、教室・自習室の整備、

教職員の増員、教職員・学生の個人負担増などの経費への補助を求める。 

  前項と同時に、面接授業を拡充していくためには、「3 密」を回避し、学生・教職員が安心して教育活動

を実施できる環境整備が不可欠である。第 3 次補正予算においては、少なくとも以下の経費について十分

な予算措置を行い、可及的速やかに交付することを求める。 

⚫ 面接授業を拡大するにあたり、教室の少人数化を図ることが必須である。1つの授業クラスを複数教室

に分散させ、1つの教室で面接授業を実施し、その他の教室では面接授業を同時中継するといったこと

が必要になる（複数教室間中継授業）。その際の撮影用のカメラや集音マイク、配信のための通信設備、

ICT設備等を整えるための経費、撮影者や中継システム管理者を配置するための経費。 

⚫ 1人の学生が 1日のうちに面接授業と遠隔授業の両方を受講しなければならない際に、大学内で遠隔授

業を受講できるよう、感染防止と遮音に配慮したスペースを整備するに要する経費。 

⚫ ハイブリッド授業や、複数教室間中継授業を増加させ、それぞれの質を確保するために必要な、通信イ

ンフラを増強するための経費。 

３．各大学が、それぞれの地域の感染状況や諸環境に対応した感染防止ガイドラインを策定し、適切に運用で

きるように、国や地方自治体等から感染対策の専門家を派遣する経費の予算措置を求める。 

４．学生が退学を余儀なくされることのないよう、継続的な経済的支援（学費、生活費支援）を行うための予

算措置を求める。 

（１）学生支援緊急給付金 

文科省が極めて厳しい 6 つの申請要件を示した上で、その扱いについて各学校に「柔軟な対応」を丸投

げしたことにより、大学ごとに対応が分かれ不公平が生じている。少なくとも以下について再募集を実施す

るための予算措置を行うこと。 

  ①文科省が提示した申請要件をそのまま適用した大学において、「柔軟な対応」によって推薦されるべき

にもかかわらず、選外とされた学生相当数に給付するための経費。 

  ②「柔軟に対応」した結果、各大学に割り当てられた推薦額が不足したことにより、推薦されるべきにも

かかわらず、選外とされた学生相当数に給付するための経費。 

（２）授業料を一律半額免除するための補助 

  私立国立公立の区別なく、すべての学生・大学院生・留学生を対象として、大学授業料を一律に半額免除

するための予算措置を行うこと。 

５．学生のメンタルヘルスケアに要する経費に対する予算措置を求める。 
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コロナ禍において学生生活に悩みや不安を抱えた学生に対して、面接またはオンラインできめ細かく対応

できるよう、学生相談員（カウンセラー）を配置する経費や、学生がオンラインで交流できるシステムの構築・

管理に要する経費に対する予算措置を行うこと。 

６．大学病院を設置している医科大学と医学部のある私立大学（以下、私立医科大学）への支援強化を求める。 

（１）新型コロナ感染患者に対応するために私立医科大学で生じた追加支出を実質全額補助できるよう、予算

を確保すること。 

（２）新型コロナに対応するために緊急に必要な施設・設備・備品については、補助率 5 分の 4 で予算配分

できるよう緊急枠を設けること。 

（３）教育・研究に関する支援を強化すること。特に、以下の課題に速やかに対応できるよう予算措置を行う

こと。 

①国家資格と関連し、専門性、技術性の高い医学関連分野においては、オンライン授業のためのオンライ

ンコンテンツの開発とオンラインマネージャーの配置が欠かせない。これには相当の初期投資が必要で

ある。 

②専門性を担保するための養成に欠くことができない診療参加型臨床実習について、安全な少人数の面接

授業を可能とするための資材、施設、人員増が必要である。 

③旺盛な研究活動が求められているにも関わらず、研究活動の安全性を確保するための条件が十分に整備

されていない。 

以 上  

 

 ■ほっかいどう■  …今後の予定など… 

 各組合、道私大教連の活動としても今しばらくはガマンと工夫が必要になっています。 

 とても厳しい状況下にありながら、遠隔授業対応に奔走する皆さん。通常業務に加え、感染防止対策等

を担っている職場の皆さん。そして、大学と学生、教職員の生活を守りぬくために奮闘している組合員

の皆さん・・・「師走」に入ります。寒さも日ごとに厳しくなります。油断を許さないコロナ情勢。なかなかお

会いできませんが、気持ちは一つ、頑張りましょう。何より、どうかご自愛ください・・・ 

＊12月 9日（水）19:00～ 第 2回道私大教連執行委員会 （ｵﾝﾗｲﾝで開催します。） 

  ＊12 月 下 旬  「コロナ禍における大学と授業の取り組み交流会」ｵﾝﾗｲﾝ開催予定です。 

  ＊12 月ないし 1月 「学術会議任命拒否問題」で各団体と共同し、ｵﾝﾗｲﾝ集会を開催します。 

   （→2つのオンライン集会・交流会につきましては詳細が決まりしだいご案内します。） 

  ＊書記局は通常通り業務にあたっています。（12月 29日より年末休業予定。） 

 

【次号ニュース】12月 15日頃に発行予定。（当面、情宣物は電子ﾒｰﾙ配信とさせていただきます。） 

 

２０２１春闘フォーラム開催のお知らせ 

２０２１春闘フォーラムは、２０２１年１月２３・２４日（土日）にオンラインで開催します。 

２３日は全体集会として、春闘方針案の提案・討議と講演を行います。 

講演は同志社大学の岡野八代教授（政治学）にご登壇いただきます。 

２４日は、午前１つ、午後２つの分科会を開催する予定です。詳細は後日ご案内します。 


